
な
せ
ば
成
る

ま
ち
の散歩
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吉
岡
町
吟
剣
詩
舞
道
会
（
神
刀
流
威
風
館
）
教
師　

坂
本
十
郎
さ
ん
（
上
野
原
）

防
災
意
識
を
高
め
よ
う

梅山　喜平さん
（南下）

　

住
み
よ
い
・
安
心
・
安
全
な

町
づ
く
り
の
た
め
に
、
私
達
が

努
力
し
て
い
く
な
か
で
災
害
は

忘
れ
た
頃
お
と
ず
れ
る
も
の
で

す
。
油
断
せ
ず
、
事
前
の
取
り

組
み
に
よ
る
知
識
な
ど
の
吸
収

が
大
事
で
す
。

　

南
下
自
治
会
で
は
、
防
災
会

組
織
を
立
ち
上
げ
、
毎
年
防
災

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
消
火

器
の
取
扱
い
、
消
化
訓
練
、
消

火
栓
の
取
扱
い
、
放
水
訓
練
、

け
む
り
体
験
な
ど
、
特
に
渋
川

広
域
消
防
南
分
署
の
講
師
に
よ

り
、
専
用
の
人
形
を
使
っ
て
人

口
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
講
習
を
３

時
間
に
わ
た
っ
て
習
得
し
、
参

加
者
全
員
に
「
普
通
救
命
講
習

終
了
証
」
を
授
与
さ
れ
、
参
加

者
も
大
変
勉
強
に
な
り

少
し
で
も
お
役
に
立
ち

た
い
。

　

こ
れ
ら
の
防
災
訓
練

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
一
助
に
な
れ
ば
と
願

っ
て
い
ま
す
。

斉木　利江さん
（大久保寺下）

　

６
月
９
日
梅
雨
空
の
下
、
９

時
30
分
よ
り
の
議
会
、
一
般
質

問
を
聞
き
た
い
と
思
い
出
か
け

ま
し
た
。
30
分
早
く
庁
舎
に
入

り
、
一
息
し
て
傍
聴
席
へ
。

　

議
長
の
開
会
宣
言
、そ
し
て
、

６
月
５
日
に
逝
去
さ
れ
た
大
林

県
議
に
議
場
全
体
で
黙
祷
し
て

議
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

身
近
な
寺
下
、
寺
上
地
区
の

議
員
の
質
問
を
、
午
前
中
時
間

い
っ
ぱ
い
伺
う
。
ど
ち
ら
も
、

私
達
の
生
活
に
密
着
し
た
身
近

な
質
問
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
話
題
に
な
り
ま
す
全
国

で
15
の
市
町
村
に
入
る
と
い
う

ま
ち
の
人
口
増
か
ら
し
て
、
30

年
後
消
え
行
く
ま
ち
が
多
い

中
、元
気
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
が
増
え
る
嬉
し
い

話
の
中
、
学
校
・
校
庭
の
手
狭

さ
、
教
室
の
足
り
な
い
悲
鳴
、

様
々
の
問
題
も
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
元
気
に
通
え
る
通

学
路
に
協
力
、
家
庭
を
な
ど
、

本
当
に
身
近
な
話
題
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
３
階
議
場

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
上
り
下

り
も
ち
ょ
っ
と
大
変
な
方
も
あ

議会を
　傍聴して

　

私
が
社
会
人
に
な
っ
た
頃
、

戦
後
の
世
の
中
も
活
気
づ
き
、

新
幹
線
や
高
速
道
路
建
設
や
ら
。

私
も
貿
易
会
社
に
就
職
。
林
産

業
機
械
の
販
売
を
は
じ
め
、
普

及
促
進
に
全
国
を
と
び
回
る
中
、

水
戸
市
内
滞
在
時
、
剣け
ん
ぶ舞
を

し
て
い
る
知
人
に
頼
ま
れ
地
方

大
会
に
向
か
う
仲
間
の
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
の
運
転
手
伝
い
な
ど
し

て
い
る
う
ち
、
剣
舞
に
誘
わ
れ

無
知
の
境
地
の
中
だ
ん
だ
ん
引

き
込
ま
れ
は
や
今
年
で
三
十
余

年
。
一
つ
位
は
人
生
に
残
せ
る

も
の
は
な
い
か
と
夢
中
で
や
っ

て
き
た
が
、
自
分
の
や
れ
る
こ

と
は
こ
れ
位
な
も
の
。

　

私
の
好
き
な
銘
に
「
な
せ
ば

成
る
、
な
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
な
に

ご
と
も
」
を
身
上
に
し
て
き
た

が
、
今
は
自
宅
に
併
設
す
る
道

場
で
仲
間
数
人
、
特
に
５
歳
位

か
ら
は
じ
め
毎
回
き
め
た
稽
古

日
、
か
か
さ
ず
通
っ
て
く
る
物

覚
え
の
良
い
愛
弟
子
、
小
学
６

年
生
、
始
め
て
８
年
に
な
る
。

主
な
足
跡　

平
成
６
年　

全
国
銘
流
群
馬
大

会
（
県
内
仲
間
と
担
当
）

平
成
８
年　

自
衛
隊
十
二
旅
団

る
で
し
ょ
う
が
、
身
近
に
傍

聴
で
き
る
こ
と
で
、
で
き
る

だ
け
多
数
の
議
員
さ
ん
の
意

見
を
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

日
米
合
同
懇
親
会
歓
迎
演
舞

鉢
形
城
北
条
祭
攻
防
戦
演
舞
参

加
な
ど

20



（６月定例会より）

善養寺玲子さん
（上野田）

共に研修　

県外から吉岡町議会へ視察に訪れました。

～視察の受入～

議会中継システムが稼動！

笑
顔
の
あ
い
さ
つ

　

早
朝
の
草
取
り
を
す
る
。
頭

の
上
か
ら
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
か
わ
い
い
元
気
な

声
。
顔
を
あ
げ
る
と
近
所
の
女

の
子
、
小
学
４
年
生
。「
行
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
、
気
を
つ
け
て

ね
」見
送
る
先
か
ら
高
校
男
子
、

自
転
車
で
来
る
。「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
白
い
歯
を
見

せ
通
り
過
ぎ
た
。
何
と
も
気
持

ち
の
良
い
朝
で
あ
ろ
う
。

　

背
中
へ
挨
拶
す
る
子
、
そ
し

て
自
然
に
頭
を
下
げ
ら
れ
る
高

校
生
。
私
も
会
社
勤
め
の
時
、

会
社
の
駐
車
場
の
近
所
の
奥
様

が
、
朝
会
う
と
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
、
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
」、夕
方
居
合
わ
せ
る
と
「
お

帰
り
な
さ
い
、
お
疲
れ
様
」
と

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
。
会

社
で
落
ち
込
ん
だ
時
な
ど
と
て

も
励
ま
さ
れ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
人
間
何
処

で
で
も
誰
と
で
も
笑
顔
の

挨
拶
が
あ
れ
ば
、
非
行
に

走
っ
た
り
、い
じ
め
た
り
、

い
じ
め
ら
れ
た
り
す
る
こ

と
は
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

とき 訪れた市町村 視察内容

５月21日 埼玉県戸田市議会 議会だよりの
編集について

問１

問２

問３

リバートピア吉岡の年間入館者数は何万人だっ

たでしょう。

Ａ．30万人　　Ｂ．33万人　　Ｃ．35万人

一般質問は何人行なったでしょう。

Ａ．６人　　　 Ｂ．７人　　　 Ｃ．８人

固定資産評価審査委員の任期は何年でしょう。

Ａ．２年　　　 Ｂ．３年　　　 Ｃ．４年

[ 応募方法 ]

★はがきに答えの記号（例１―A）、住所、氏名、年齢、

　職業（学校名）を書いてください。

★正解者の中から抽選で５人の方に、図書カードをプ

　レゼントします。

★あて先

　〒 370―3692

　吉岡町大字下野田 560 番地　役場議会事務局

★締め切り　９月１日（当日消印有効）

前回の正解は１－Ｂ . ２－Ｂ . ３－Ｃでした。

応募者の中から、抽選の結果次の方に図書カードを贈

ります。（敬称略）

・狩野　恵子（下野田） 　・岸　　友樹（下野田）

・斎藤　　彗（大久保） 　・堂場ヒカル（大久保）

・村上　靖明（漆　原）

よ し お か

ク イ ズ
No.

104

21
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編
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編
集
委
員

委  

員  

長　

平
形　
　

薫

副
委
員
長　

山
畑　

祐
男

委　
　

員　

馬
場　

周
二

　
　
　
　
　

宇
都
宮
敬
三

　
　
　
　
　

岩
﨑　

信
幸

　
　
　
　
　

金
谷　

重
男

　
　
　
　
　

飯
島　
　

衛

（
山
畑
祐
男
）

　

今
年
２
月
の
大
雪
は
、各
地

に
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
し

た
。そ
の
傷
跡
が
ま
だ
回
復
し

て
い
な
い
隣
の
田
で
は
今
年
も

青
い
稲
の
葉
が
風
に
揺
れ
て
い

ま
す
。自
然
の
営
み
の
偉
大
さ

を
今
更
な
が
ら
再
認
識
を
し
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

こ
の
た
び
、町
民
の
皆
さ
ま

に
議
会
の
様
子
を
見
て
い
た
だ

き
、町
行
政
と
開
か
れ
た
議
会

運
営
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
議

会
も
６
月
議
会
よ
り
議
場
に
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、役
場
一

階
の
総
務
政
策
課
付
近
に
テ
レ

ビ
が
設
置
し
て
あ
る
だ
け
で
す

が
、将
来
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
に
よ
り
家
庭
で
も
議
会
の
様

子
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。議
会
だ
よ
り
も
、そ
の

重
要
さ
を
増
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ま
の
ご
愛
読
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　５月のある日、伊香保温泉を散策
中に１台の路面電車を発見し、カメ
ラのシャッターを思わず切りました。
　これは、渋川市の平形眼科に保存
されていた車両を修復し、当時の伊
香保駅付近に常設展示されているも
のです。
　わが吉岡町にも路面電車は走って
いました。高崎・渋川線として明治
26年から馬車鉄道として開業され、
高崎から渋川の長塚町 ( その後新町
まで ) まで電車が走っていました。
明治43年から電化されました。
　昭和28年７月に廃止されるまで、
のどかな田園風景を、風を切るよう
に路面電車は走り続けました。

 ・南下の冨岡さん（女性・81歳）
　高崎の学校への通学で田中から利用
しました。毎朝の混雑は大変でした。
 ・下野田の原澤さん (男性・82歳)
　下野田から渋川まで通勤で使いま
した。帰りは家の前で飛び降りまし
た。よく脱線しました。　　　　
 ・小倉の大林さん（男性・80歳）
　渋川の学校まで通学で使いました。
下小倉あたりからは混んでいました
ので、電車にぶら下がっていました。
 ・南下の森田さん（女性・74歳）
　電車の「チンチン」という音を今
も思い出します。
 ・下野田の森田さん（女性・85歳）
　渋川まで映画を見に歩いて行った
帰りは電車に乗りました。

「
路
面
電
車
」
に

        　

想
い
を
寄
せ
て

「
路
面
電
車
」
に

        　

想
い
を
寄
せ
て

高崎・渋川線停留所（1950年頃）（◎は行き違いの可能な停留所）

想い出

陣場　　　田中　　　北下◎　　　下野田◎　　　北野田　　　小倉◎

スケッチ　吉岡町油絵愛好会会長　青木義和さん（漆原西）


	No104-20.pdf
	No104-21
	No104-22

